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地
域
経
済
の
新
生

な
く
し
て
日
本
経
済
の

成
長
は
な
い

　

こ
の
20
年
間
日
本
は
成
長
力
を
失
い
、

国
際
的
な
地
位
も
次
第
に
下
が
り
、
低
迷

と
い
う
よ
り
元
気
が
な
い
状
態
を
続
け
て

い
る
。
中
国
の
急
成
長
に
よ
る
需
要
の
拡

大
に
合
わ
せ
て
、
何
と
か
再
び
成
長
路
線

に
乗
る
か
と
い
う
時
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
と
い
う
世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
り
、

打
ち
の
め
さ
れ
た
。　　

　

そ
の
後
も
懸
命
に
再
生
の
努
力
を
続
け

て
き
た
が
政
治
の
混
迷
も
あ
り
、
低
迷
か

ら
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
と
こ

ろ
に
、
３
・
１
１
の
地
震
に
み
ま
わ
れ
、

さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
津
波
に
よ
る
福
島
第

一
原
発
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
、
放
射
能
汚
染

と
い
う
環
境
下
で
、
日
本
経
済
は
デ
フ
レ

が
進
み
、
縮
小
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
地
域
の
社
会
と
経
済
に
と
っ
て
、

少
子
高
齢
化
、
工
場
の
海
外
移
転
に
よ
る

空
洞
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）、

い
じ
め
や
犯
罪
と
い
う
社
会
問
題
、
福
島

第
一
原
発
の
汚
染
拡
大
と
い
う
数
々
の
日

本
の
課
題
は
大
変
な
重
圧
に
な
っ
て
お
り
、

成
長
の
阻
害
要
因
以
上
に
疲
弊
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
。
最
近
の
一
部
大
企
業
の
業

績
改
善
や
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
消
費
の

亢
進
だ
け
で
は
日
本
経
済
は
成
長
軌
道
に

乗
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
地
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域
経
済
の
新
生
な
く
し
て
日
本
経
済
の
成

長
は
な
い
。

　

一
方
、
欧
米
で
は
地
域
経
済
の
低
迷
に

苦
し
む
中
で
１
９
８
０
‐
90
年
代
、
地
域

ク
ラ
ス
タ
ー
と
い
う
産
官
学
に
よ
る
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
、
経
済
活
性
化

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
推
進
し
て
い

る
地
域
が
数
多
く
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

な
ど
は
か
な
り
の
成
功
を
納
め
て
き
た
。

私
は
東
京
大
学
の
俯
瞰
工
学
研
究
室
で
、

２
０
０
２
年
か
ら
「
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
」

と
い
う
欧
米
モ
デ
ル
で
の
地
域
経
済
活
性

化
の
行
動
を
策
定
す
る
研
究
を
推
進
し
て

き
た
。
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
１
９
９
９

年
以
降
急
速
に
発
展
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析
と
い
う
技
法
に
よ
る
地
域
経

済
の
構
造
分
析
が
、
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
の

評
価
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
を
確
認
し
た
の
で
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
数
多
く
の
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分

析
を
行
っ
た
。
本
来
目
に
見
え
な
い
地
域

経
済
と
い
う
実
体
を
可
視
化
す
る
こ
と
で

俯
瞰
的
認
識
が
で
き
、
多
く
の
洞
察
を
与

え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

分
析
の
評
価
指
数
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形

成
過
程
を
定
量
的
に
評
価
で
き
る
。

地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は

「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
の
語
源
は

「
ぶ
ど
う
の
房
」
で
あ
る
が
、
近
年
、
多

数
の
主
体
（
ぶ
ど
う
の
粒
）
が
有
機
的
に

つ
な
が
り
合
い
、
一
つ
の
固
ま
り
（
房
）

を
形
づ
く
っ
た
形
態
を
表
す
概
念
と
し
て
、

社
会
構
造
の
分
析
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。「
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
」
は
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
活
動
が
あ
り
、
研

究
開
発
か
ら
生
産
、
販
売
ま
で
の
一
連
の

現代社会を俯瞰する
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事
業
化
の
推
進
段
階
に
お
い
て
も
効
果
を

発
揮
す
る
。
先
端
的
な
技
術
開
発
を
迅
速

に
進
め
る
た
め
に
は
、
一
社
で
は
必
要
な

全
て
の
知
見
や
リ
ソ
ー
ス
を
集
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
こ
う
し
た
場
合

に
、
企
業
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
大
学
、
公
的
研
究
機
関
や
潜
在
的
な

提
携
先
企
業
か
ら
、
不
足
す
る
知
見
、
技

術
、
人
材
、
資
金
、
生
産
機
能
な
ど
を
効

率
的
か
つ
迅
速
に
集
め
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
地
域
が
面
と

し
て
リ
ソ
ー
ス
結
合
の
仲
介
機
能
を
果
た

す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
ク
ラ

ス
タ
ー
が
効
率
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
の
評
価
は
、
す
で
に

多
く
の
研
究
に
お
い
て
検
証
さ
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
に

よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
評
価 

　

地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分

析
と
は
、
地
域
内
の
企
業
間
の
取
引
関
係

全
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
捉
え
る
。

さ
ら
に
地
域
内
の
大
学
や
研
究
機
関
と
の

共
同
研
究
等
も
情
報
が
得
ら
れ
れ
ば
組
み

入
れ
る
。
た
だ
、
企
業
間
の
取
引
関
係
は

商
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
取
得
で
き
る
が
、

産
学
連
携
等
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め

入
手
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
金

融
機
関
と
企
業
の
融
資
関
係
も
入
手
が
困

難
で
分
析
に
含
め
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

事
業
の
効
率
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
く
好

ま
し
い
循
環
を
生
み
出
す
地
域
構
造
と
し

て
、
世
界
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
、

通
常
の
一
企
業
や
産
業
分
野
に
お
け
る
技

術
開
発
と
事
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、

地
理
的
境
界
の
中
の
様
々
な
要
素
や
プ
ロ

セ
ス
の
集
合
体
と
し
て
捉
え
た
と
い
う
点

で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
考
え
方
は
着
想
の
新

し
さ
が
あ
る
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
多
様
な
要
素
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
「
地
域
資
源
の
効
率
的
な

変
換
装
置
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
資
源
の
投
入
に
対
し
、
高
い
変
換
効

率
に
よ
っ
て
、
大
き
な
産
出
を
生
み
出
す

の
で
あ
る
。
そ
の
高
い
変
換
効
率
の
基
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
地
域
が
持
つ

変
換
効
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

地
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
加
し
日
本
経
済
も
成

長
す
る
。

　

地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
が
従
来
型
の
産
業
集

積
や
企
業
城
下
町
、
工
業
団
地
と
異
な
る

点
は
、
横
の
情
報
・
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
相
互
の
密
な
連
携
に
あ
る
。
単

な
る
産
業
集
積
で
は
産
官
学
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
未
発
達
で
あ
り
、
企
業
城
下
町

は
中
核
企
業
を
中
心
と
し
た
垂
直
的
で
か

つ
固
定
性
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
し
か

な
い
。
工
業
団
地
は
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的

な
共
有
を
主
眼
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、

立
地
企
業
間
の
交
流
は
限
定
さ
れ
た
も
の

て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
と
い
っ
て
も
完

全
な
地
域
経
済
の
モ
デ
ル
で
は
な
い
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
結
果
を
見
れ
ば
強

力
な
地
域
経
済
分
析
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
と
思
う
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
最
大
の
価
値
は
、

目
に
見
え
な
い
地
域
経
済
と
い
う
実
体
を

可
視
化
し
て
見
え
る
よ
う
に
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
可
視
化
に
よ
り
俯
瞰
的
な
認
識

が
可
能
に
な
り
、
脳
の
機
能
を
効
率
的
に

働
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、

色
々
な
発
想
が
湧
き
、
ま
た
見
え
て
く
る

も
の
が
あ
る
。
人
間
の
直
観
は
い
か
な
る

情
報
技
術
を
も
遥
か
に
超
え
る
能
力
で
あ

る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ノ
ー
ド
と
呼
ば
れ

る
、
い
わ
ば
点
と
リ
ン
ク
と
呼
ば
れ
る
二

つ
の
点
の
関
係
性
を
示
す
も
の
か
ら
構
成

さ
れ
る
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
一
つ
の
点
か

ら
出
て
い
る
リ
ン
ク
の
数
は
、
地
域
ク
ラ

ス
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
そ
の
点
の

企
業
の
取
引
先
の
数
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

で
そ
の
企
業
の
活
性
度
が
示
さ
れ
る
。
さ

ら
に
直
接
取
引
が
な
く
て
も
、
少
な
い
仲

介
数
で
目
的
の
企
業
に
到
達
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
多
様
な
情
報
や
資
源
の
流

通
面
で
有
利
で
あ
る
。

　

取
引
先
同
士
が
取
引
先
で
あ
る
確
率
が

高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
組
織
を
超
え
た

協
働
が
容
易
で
あ
り
、
リ
ス
ク
低
減
で
き

る
可
能
性
を
持
つ
。
濃
密
な
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
地
域
力
で
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
に
は
、
い
く
つ
か

の
互
い
に
密
に
結
ば
れ
て
い
る
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。
ク
ラ
ス
タ
リ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
処
理
で
、
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
内
部
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
が
分

か
り
、
地
域
経
済
の
構
造
が
さ
ら
に
深
く

に
す
ぎ
な
い
。　　

　

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
と

な
っ
た
背
景
に
は
、
産
業
の
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
、
研
究
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
の
加
速
、
製

品
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
、
バ
イ
オ
・
医
療
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
等
の

分
野
に
お
け
る
、
大
学
が
持
つ
知
の
重
要

性
の
高
ま
り
と
い
う
産
業
・
社
会
環
境
の

大
き
な
構
造
変
化
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
例
え
ば
、
産
業
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

は
、
横
の
柔
軟
な
企
業
間
連
携
の
必
要
性

を
高
め
て
い
る
。
企
業
は
研
究
開
発
の
ス

ピ
ー
ド
を
加
速
す
る
た
め
に
、
社
内
に
閉

じ
て
い
た
研
究
開
発
を
大
学
・
公
的
研
究

機
関
や
他
の
企
業
、
外
部
の
専
門
人
材
と

の
連
携
を
重
視
し
た
方
向
へ
と
変
え
て
い

く
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
し
や
す

い
地
域
構
造
の
モ
デ
ル
が
、
先
に
定
義
し

た
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
。
地
域
ク
ラ

ス
タ
ー
内
で
は
、
網
の
目
状
に
発
達
し
た

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
情
報
の

ト
ラ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
・
コ
ス
ト
を
低
め

る
こ
と
か
ら
、
有
用
な
情
報
が
迅
速
に
飛

び
交
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
企
業
は
効
果

的
な
技
術
開
発
戦
略
の
立
案
が
可
能
と
な

り
、
ま
た
、
大
学
の
先
端
的
な
研
究
開
発

や
競
合
企
業
の
技
術
戦
略
に
関
す
る
情
報

が
豊
富
に
あ
る
こ
と
は
、
企
業
の
研
究
開

発
意
欲
を
刺
激
す
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
実
際
の
研
究
開
発
や
成
果
の

理
解
で
き
る
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
連
携
、
す

な
わ
ち
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
の
結
び
付
き
の

強
さ
は
、
そ
の
地
域
経
済
の
弱
点
や
連
携

推
進
に
よ
る
活
性
化
の
可
能
性
を
示
し
て

く
れ
、
行
動
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
の
中
で
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
多
く
の
取
引
先
を
持
つ

企
業
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
で
は
ハ
ブ

と
呼
ぶ
。
ハ
ブ
企
業
が
多
く
存
在
す
る
ク

ラ
ス
タ
ー
は
、
強
力
な
経
済
構
造
を
持
つ

と
い
え
る
し
、
ハ
ブ
企
業
を
い
か
に
育
成

す
る
か
が
地
域
振
興
政
策
に
な
る
。
さ
ら

に
、
取
引
先
の
数
と
は
別
に
モ
ジ
ュ
ー
ル

と
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
即
ち
企
業
グ
ル
ー
プ
間

を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
企
業
は
、

コ
ネ
ク
タ
ー
企
業
と
呼
ば
れ
地
域
の
総
合

力
を
作
り
出
す
。
こ
の
よ
う
な
企
業
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
の
で
育
成
や
支
援
の
対

象
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
幾
つ
か
の
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析
の
結
果
を
紹
介
し
俯
瞰
的
な

解
説
を
し
て
い
く
が
、
今
回
は
浜
松
地
域

の
ク
ラ
ス
タ
ー
構
造
を
紹
介
し
て
お
く
。

解
説
は
次
回
に
。

【図３】浜松地域における企業間取引ネットワーク構造

【図1】ノードとリンク

リンク（取引関係）

ノード（企業）

【図２】ネットワークのモジュール構造

ハブ企業

コネクター企業


